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2004年度萎文学会シンポジウム

一一文学における“遊び”一一

本学会は1964年以来、研究発表会にくわえて、適宜の主題をめぐるシン

ポジウムを、学会内外の報告者（講師）によって開催している。

第1回「文学における女性」から40周年となる2004年度は、学会委員長

岡晴夫教授の退任送別の意をふくめて、同教授提唱の題目「文学における

“遊びつについて、 2004年12月 17 日（金）午後 2 時45分から5時30分すぎ

まで、三田・北館ホールでおこなわれた。

講師は、いづれも学会員・本塾大学文学部教授の、岡靖夫（中国文

学） ・高宮利行（英文学） ・荻野安奈（仏文学）、司会・進行を岩松研吉

郎（国文学）が担当した。

各報告の概略は、以下に掲載したが、「遊びJ を文芸の具体相に即して

とらえる点を共通の前提としている。作家、テクスト構成、用語・表現の

それぞれから出発しつつ、論議（会衆からの質疑・提言もふくむ）の中で

は、戯笑性、身体と性、（テクスト自体のそれをもあわせた）暴力性等々

の問題が検討された。

もとより単純な結論にいたらぬことは当然で、それは、文学研究そのも

のが、「文学における“遊び”J のメタテクストであることをもしめしてい

る。

（岩松研吉郎記）
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